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研究成果の概要（和文）：A.包括データ解析として、I. DPCを用いた高齢者手術の合併症分析を行った。①くも
膜下出血②未破裂脳動脈瘤③髄膜腫を英語論文とし、日本の手術成績が他国より良好であることを証明した。④
血管芽細胞腫は本年投稿予定である。IIの①脳卒中データバンク②未破裂脳動脈瘤UCASJapan研究についても英
語論文とし、高齢者が多い日本の特徴を表現できた。③脳腫瘍全国統計は投稿準備中である。III.特定データ解
析では、未破裂脳動脈瘤、くも膜下出血、髄膜腫で高齢者でフレイル因子が転帰に関与することを英語論文で発
表できた。
日本の医療のすばらしさを痛感できたが、世界的に正当な評価を受けておらず、課題と考えられた。

研究成果の概要（英文）：A. As a comprehensive data analysis, I performed complication analysis of 
elderly surgery using DPC. 1) Subarachnoid hemorrhage 2) Unruptured cerebral aneurysm 3) Meningioma 
were published in English and proved that the surgical results in Japan were better than those in 
other countries. ④ Hemangioblastoma will be submitted this year. II) (1) Stroke data bank (2) 
Unruptured cerebral aneurysm UCAS Japan research  were also published in English, and the 
characteristics of Japan, which has many elderly people, could be expressed. (3) Brain Tumor 
Registry of Japan will be published soon. III. By specific data analysis, it was possible to present
 in an English paper that frail factor is involved in the outcome in the elderly with unruptured 
cerebral aneurysm, subarachnoid hemorrhage, and meningioma.
Although I was keenly aware of the beauty of Japan's medical care, I understood that it has not 
received proper respect worldwide, and it seemed to be an issue.

研究分野： くも膜下出血、未破裂脳動脈瘤の疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来日本の手術技術、医療環境は評価されていたが、これまで日本全体のくも膜下出血や未破裂脳動脈瘤の治療
成績は世界で発表されていなかった。研究代表者は、日本のくも膜下出血と未破裂脳動脈瘤の治療成績を世界で
初めてJournalに発表した。治療成績は世界一であるが欧米Journalでは受理されにくい見えない壁がある。高齢
化世界一の日本ならではの解析をオリジナリティとし、髄膜腫等でも受理されてきた。また、小型未破裂脳動脈
の破裂危険因子や日本のくも膜下出血頻度が減少していることを世界で初めて発表できた学術的、社会的意義は
大きい。
戦略的に我が国の研究者が国際メジャー雑誌に受理される仕組みが必要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
健康寿命の延伸に関する問題点のひとつとして、「健康管理や予防の必要性を認識しつつも、
個人に対する動機付けの方策を十分に講じていない」ことが指摘された。この課題を解決す
るため、「予防・健康管理の推進に関する新たな仕組みづくり」として、「全ての健康保険
組合に対し、レセプト等のデータの分析、それに基づく加入者の健康保持増進のための事業
計画として“データヘルス計画”の作成・公表、事業実施、評価等の取組を求めるとともに、
市町村国保が同様の取組を行うことを推進する」ことを掲げた。すなわち、これまでのビッ
グデータを基に新しい基準を作成することが求められている。 
 
 
２．研究の目的 
 
我が国はこれまで人類が経験したことが無いスピードで超高齢社会を迎え、さらに進んで
いる。一方、政府の「日本再興戦略」を受け、“国民の健康寿命の延伸”のためのデータヘ
ルス計画は、データを活用して科学的にアプローチすることで事業の実効性を高めていく
構想である。この考え方に基づき、高齢者脳神経外科疾患の治療ガイドライン作成のための
様々なビッグデータを解析し、①転帰予想式の作成、②フレイル概念を含む脳神経外科領域
の術前評価基準の作成を目的として本研究を行う。本研究により脳神経外科領域の高齢者
治療ガイドラインが完成すれば、追随する他国の基準となるため、医療産業を推進する我が
国の国益に合致する。 
 
 
３．研究の方法 
 

A. 包括データ解析方法として、 

I. DPC を用いた高齢者手術の合併症分析を①、②、③それぞれについて行う 

II.①破裂脳動脈瘤によるくも膜下出血に関しては脳卒中データバンクのくも膜下出血デ

ータと modified WFNS グレーディング研究サブ解析データを解析する。 

②未破裂脳動脈瘤に関しては UCAS Japan のサブ解析、により高齢者データを解析

する。 

③髄膜腫に関しては、脳腫瘍全国集計データより 65 歳以上の高齢者髄膜腫のデータ

を解析する。 

B. 特定データ解析として 

III.広島大学およびその関連施設で 65 歳以上の症例データを解析する。 

 
 
４．研究成果 
 
まず初めに、本研究により、論文作成 15件、学会発表 57 件、成書編集または分担 4件を行う

ことができ、関係各位に深謝申し上げます。 
 日本は、平均年齢世界一で、医療アクセス・医療の質・医療経済ともに優れているが、世界で
の評価が伴っていないことを痛感した。本研究で、日本の高齢者を中心とした破裂・未破裂脳動

 

① く も 膜 下 出 血 ② 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 ③ 良 性 脳 腫 瘍 髄 膜 腫

A. 包 括 デ ー タ 解 析

I.　  D P C を 用 い た 高 齢 者 手 術
　 　 の 合 併 症 分 析

脳 卒 中 デ ー タ バ ン ク の
く も 膜 下 出 血 デ ー タ

U C A S Japanサ ブ 解 析 脳 腫 瘍 全 国 集 計 デ ー タ

m od if ie d  W F N S グ レ ー デ ィ ン グ
研 究 サ ブ 解 析 デ ー タ

B. 特 定 デ ー タ 解 析

III.　 広 島 大 学 お よ び 関 連 施 設 で
　 　 65歳 以 上 の 症 例 デ ー タ 解 析

65歳 以 上 の くも 膜 下 出 血
入 院 症 例

65歳 以 上 の 未 破 裂
脳 動 脈 瘤 手 術 症 例

65歳 以 上 の 髄 膜 腫
手 術 症 例

II.　 各 デ ー タ ベ ー ス 分 析



脈瘤、髄膜腫等の DPC ビッグデータにおける治療成績を世界で初めて発表した。これらの論文に
より、我が国の評価が上がることを期待する。日本の高齢者の成績が良好な原因として、フレイ
ルに代表される生物学的年齢が他国の暦年齢より優れることに加え、豊富な医療資源、国民皆保
険による良好なアクセスなど、総合的効果が考えられた。この中でも他国が利用できる制度など
を考慮し、医療産業として提供できる可能性があった。 
日本の治療成績は世界一と考えられるが、英語の壁だけでなく欧米 Journal では受理されに

くい見えない壁があり、戦略的に打破する方策が必要と思われた。一方、日本では、欧米に比較
して科学的論理的考え方が、まだ末端まで定着していないことも感じられ、改善点と思われる。 
 本研究を通じ、多くの研究者、特に統計を専門とする研究者にご助言を頂き、ご教授頂いたこ
とは大きな成果と考えられる。学会や、論文を通じてのみならず、オープンに助言を受けること
ができ、お互いに助けとなる関係を築けるシステムの必要性も感じられた。 
 研究計画の全ては論文化できていないが、現在投稿中の論文も数件あり、今後投稿予定の論文
もある。計画は比較的順調に進んでおり、全て論文として発表する予定である。一つの論文にも
数回の英文校正、数回の投稿が必要であり、人、物、金が予想以上に必要で、科学研究費の必要
性、ありがたみも痛感し、改めて感謝申し上げます。引きつづき、研究を通して社会に貢献する
研究者としての使命を全うしていきたい。 
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